
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三内中学校区地域学校協働本部が、令和 2 年度「地域学校協働

活動」推進に係る文部科学大臣表彰を受賞しました。 

表彰式は、令和 3 年 2 月 25 日（木）、新型コロナウィルス感

染症拡大防止のため、東京の式場とオンラインでつながれた三内

中学校会議室を会場に行われました。左の写真のとおり、推進員

の方々と地区 3 校の代表の皆さんが、モニター画面を通して式に

参加しました。 

（写真 前列左から長根奈緒子推進員、出崎真里推進員、 

後列左から黒丸健吾三内小学校長、津嶋一史三内西小学校教頭、 

                  渡邊諭三内中学校長） 

三内中学校区は、平成 20 年度から学校支援地域本部事業として活動を開始し、地域の特色・人材を生
かした多様な支援活動を続けてきました。推進員の熱意が高く、地域団体にも積極的に参加することで
幅広く地域の方々の協力を得ています。ボランティアバンクを作成して支援活動が継続して進められる
体制づくりを進めました。地区 3 校で信頼関係を築き、情報共有することで、支援活動も円滑に進めて
います。これらの実績の積み重ねが、今回の表彰につながりました。 

 

発 行   令和３年 ３月１５日 

 

 

 

 

発行：青森市教育委員会事務局文化学習活動推進課 

〒030-0801 青森市新町1丁目3-7 

TEL：017-718-1376 FAX：017-718-1371 

E-mail：bunkagakushu@city.aomori.aomori.jp 

地 域 学 校 協 働 活 動 通 信

 

三内中学校区（三内中 三内小 三内西小） 
地域学校協働本部が文部科学大臣表彰を受けました 

長根奈緒子推進員 

 今回の受賞を受けて、心から喜びを感じております。表彰を励みに、引き続き学校の先生方と連携を取りなが

ら、子どもたちもボランティアの皆さまも笑顔になる活動をしていきたいと思います。皆様のご協力に感謝しな

がらこれからも頑張ります。 

出崎真里推進員 

 この度の表彰を大変うれしく思います。私は昨年度まで推進員として関わっておりましたが、この地区は子ど

もたちを「地域の宝」として温かく見守り、様々な教育活動に協力してくださる方々が沢山います。今回、そのよ

うな皆様の思いと活動の積み重ねが評価されたものだと思います。 

渡邊 諭 三内中学校長 

この度、三内中学校区における教育活動支援の要としてご活躍された出崎真里様、長根奈緒子様の顕著なご功
績が認められ、文部科学大臣表彰受賞にいたりました。本当にありがとうございます。 

式そのものは時節柄 WEB 開催となりましたが、画面越しにも厳粛な雰囲気が伝わるとともに、賞の重みがひ
しひしと感じられました。式後のワークショップでは、和やかな雰囲気の中で、各地区の実践上の工夫に対する意
見交換がなされ、とても有意義なものであったとうかがっております。今回の受賞を契機に、学校図書館の整備や
読み聞かせ、ミシンやスキー学習の支援等はもちろん、より一層地域の方々が様々な面から多様に子どもたちに
関わってくだされば、これ以上の幸いはないものと思っております。今後ともよろしくお願いいたします。 

表彰式第 2 部は、全国各地の表彰団体を結んで、オンラインの

ワークショップが行われました。「多様なつながりによる地域づく

り」をテーマに、三内中学校区からは出崎推進員と長根推進員が

参加し、広島県や和歌山県の推進員の方々と、地域の公民館と連

携した地域づくりについて、積極的に意見を交わしました。 

 
 



 

 

 

 

本年度の地域学校協働活動推進事業に係る学校訪問は、昨年 9 月 8 日から 12 月 16 日までの

4 か月をかけて、市内全小中学校（小学校 43 校、中学校 19 校）を訪問いたしました。各校の

地域学校協働活動推進員の皆さん、校長先生及び教頭先生には、お忙しい中ご対応いただきあ

りがとうございました。  

今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大を受け 6 月まで本格

的な活動を開始できない状況の中で、まずは子どもたちや地域ボ

ランティアの安全確保を第一に考え、各校で対応を重ねていまし

た。（左図参照） 

結果的に本年度活動そのものを休止した学校もありましたが、

感染状況を見ながら可能であれば実施したいという思いで対応し

ていました。 

 

多くの学校が 6 月以降に活動を再開しています。（右図参照） 実施

内容については、児童生徒との接触が無い活動や、密を避けた活動から

始めています。 

例えば、読み聞かせ活動においては、児童の間隔を取り、ボランティ

アはフェイスシールドを装着したり、児童が見やすいように大型絵本を

使用したりと工夫と苦労を重ねて実施していました。まずは児童生徒と

の接触が少ない図書整備や、校舎外での環境整備等の支援活動に取り組

んだ学校もありました。 

 

各校への訪問の際、今年度の具体的活動内容をうかがうことができましたので、主な内容を

皆様にお知らせいたします。特色ある活動については、今後、詳しくお伝えしたいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフや実施内容については、訪問時のデータを基にしています。 

 

 

 

令和２年度学校訪問が終了しました 

【小学校】 

学校支援として 

・学校図書室整備、読み聞かせ活動 

・花壇整備、校地内環境整備 

・校内、備品等消毒・検温等の感染症防止対策 

・学習プリント等の印刷支援 

地域と連携して 

・地域防災訓練の実施 

・JA 等の団体や公共機関との連携による活動実施 

実施

77%

休止

23%

【中学校】 

学校支援として 

・部活動支援 

・学校図書館整備 校地内環境整備 

・校内消毒等の感染症防止対策 

地域と連携して 

・地域行事への参加 

・地域企業商店の協力による職業講話の実施 

・地域の学生ボランティアによる放課後学習教室 

1学期

83%

2学期

17%

実施状況 

開始時期 

編集後記 

 令和 2 年度最終号をお届けいたします。今年度から「地域学校協働活動通信 てとて」の担

当となり、協働学校協働活動推進員の皆さんへの意義ある情報提供を心掛けて編集してまいり

ました。日々の活動の中で、紙面で取り上げた内容を参考にしていただけましたら幸いです。

来年度もさらに内容の充実を図って、皆様にお届けしたいと考えております。ご協力ありがと

うございました。                     【生涯学習推進員 伊東】 


